
魚釣島近海に於けるカジキ漁況ミ

水温ごの関係について

盛　　　田　　　友　　　式

On the Relation between the Yield of Marlin and

the Water Temperature around the Uotsurizima.

Tomokazu MoRITA

15

緒　　　　　　言

魚釣島(25'-45′N, 1230-30′E)近海に於けるカジキ漁業については戦後殆ど実施さ

れておらずその調査が要望されていたので本学部の実習刺繍i潮丸(105噸, 210塙力)は

昭和24年6月から同26年12月の聞11航海に亘り同海区の漁業調室を行った.

その結果から先づ水温の年変化とカ

ジキの漁獲通水混及び漁期について考

察を試みた.

水温の年変化

昭和24年～同26年の資料から-ケ

年間に於ける各軸の水過の移動平均

(5旬平均)を求め, (第1表,第1

図)表面水温の年変化について考察し

てみた.

これによれば魚釣島近海の表面水温

は10月中旬の約28QCから急降し,

12月中旬には23.5℃前後となり, 12

月下旬から4月上旬頃までは短期変化

(日々叉は旬)が激しいがその一般趨

勢は12月下旬から2月上旬まで大体

一棟であるが最低の極は1月● F旬にあ

らわれ約23℃位を示し,以後次第に

上昇し, 4月上旬に24℃を越え急昇

して, 5月下旬には約27.5℃となり,

10月中旬の水浬に近くなっている.

宴李の表耐水挽.:,Cついての調査資料

はないが,赤道附近の豊潮に於ても

第1表　旬別平均水浬

註　同旬のものは平均値を求む
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第1図　　表而泳ぎ息/年変化
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30℃(詣【)以上になる事は殆ど稀れで,叉蘇漢(台湾) ～与那国線上の中央部に於てその最

高は8月に29.1℃　である(1).故に魚釣島近海の6月から10月までの閲の表耐水線は

28㌦29つC位で,その最高の極は29℃位であろうと推察される.

第2衷　25oN附近の表面水湛(蘇漢-与那国線上中央部)

月　別J I　仁Ⅱ I甘
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註　台酉水試報薯　昭和7年による･

漁獲適水温と漁期

カジキ類は表暦魚であるので漁獲水過については表耐舶息の測定を以て次のように考察

を試みた.

昭和24年～同26年の資料から水温別に各月毎の漁獲状況をしらべてみると第三表の

通りである(2).

第3蓑　漁獲水浬に依る月別漁獲犀数(G),操業回数(班),並びに操業1回当漁凌犀数(i)･

壷品
計

註Ⅰ本学部大域講師の調査資料による･ (昭和26年, 9･ 10月,南農水産の南方鮪賠軌同乗時)
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これによれば魚釣島近海の漁場に於ける10月から翌年5月の漁獲水温分布の範囲は

210-28.Cで, 10月には28'C, 11月には250-2rC, 12･1･2･3月には230-24℃, 4

月には2r～26'C, 5月には26'～28'C

12･2.3月には24℃, 4月には25℃,

水温も変化していることが窺知出来る.

4月の漁獲水温の範囲の広いことは

この頃魚釣島近海に於て大陸滑岸水の

滑長が激しいためであって(3),例えば

昭和25年の4月21･22日の平均水

温は210-22℃で,その日の前後は

25℃以上を示し,叉22日の午前6･7

時頃の投縄時には25.2℃であり,そ

の両日には水色の異なる2流が明かに

認められていた,伺ほこの時バショウ

カジキの好漁をみている.

即ちこれは黒潮と大陸滑岸水との潮

堺が認められ,その黒潮側に蒋泳する

バショウカジキが沿岸水に圧迫されて

同方面に群沸して好漁をみたものと推

察される.故に事実上は25'C内外の

黒潮流域内で釣れた魚が測温の時間的

すれにより21oC内外の沿岸水域で釣

れた様な結果となったものと思われ

る.

叉各月の漁獲水塊よりみて同方面の

漁期は11月の水温26'C位から始ま

り12月には24°Cで好漁を示し, 1

月は水温の低下と共に漁況も多少低め

となっている. 2･3月は水温の上昇

に伴い逐次好漁で4月には水温24.-

25℃で漁況は最高を示し, 5月には

水温が26.-27oCで漁況は既に低下し

て終漁期に入っているように息われ

る.即ち漁期は晩秋より始まり晩春に

終り,叉第2図によれば漁期中12月

と4月とにその好漁の山が2回出現し

ていることが窺知出来る.

次に各月毎に魚種別の漁獲状況を第

となっている.漁獲適水温偶tI)は11月には26'C,

5月には26oCであり,漁期の推移に従てその適

第　4　表

漁　　　　種

漁獲尾数 興趣尾塾操業回数

コ町村　__≡___廟率t申

託Ⅱ 1回当最高漁獲の水港を適水港と見倣した.



18　　　　　　　　　顔見島大学水産学部紀要　静2番　鯵1号

/o　　　′′　　　′2　　/　　1　　　3　　　1　　　{　月

4表,第2図に示した.これによれば魚釣島近海のカジキ類はシTlカジキ, )<ショウカ汐

守(謎t11)が最も多く,しかもシtlカジキは12月に最多で3･11･2･1･5月の暇で,大体

漁期の始めに好漁であり,バショウカジキは4月に最多で3･5･12月の順で,漁期の後

第5表　突棒漁業による漁獲物(蘇輝,昭和9･18年)

マカジキ
パシ′ヨウ

カ　ジ　キ

(尾) l　(局)

註　上段は昭和9年,下段は18年(漁獲高の著輝は敬雫による出漁の減少)中村広司,

昭和26年｢鮪漁業と其の漁場｣による･

註Ⅱ　シ　ロ　カ　ジキ　Marlina marlina(JoRDAN&HILL)

バショウカジキIstiophorus orientalis (TEMAtTNCE 皮 SoHLEOEL)

ク　ロ　カ　ジキ　Makaira mazara (JoRDAN & SNYDln)

マ　カ　ジ　キ　Makaira mitsukurii (JoRDAN 皮 SNYDER)

計
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牛に入り好漁であることが窺知出来る.クtlカジキとマカジキ(抑1)とは僅かに混獲され

る程度で,前述の好漁の山はシtlカジ奇とバショウカジキが時季を異にして来港するもの

と推察される.

台湾東海の突捧漁巣の漁期は10月から翌年4月で,時日とともに漁場も漸次北から南

に移る傾向があり,叉漁期の初期にシロカジ･キが多く出現する.ことなど言われている(I).

この点魚釣島近海の事状と非常に近似していることが窺われ,叉カジキ類の渦酵経路につ

いても多少の関係がある様に思考される.

結　　　　　　び

1.本研究により魚釣島妃海の水温の年変化について発知することが出来る.

2.同海区に於けるカジキ類の漁獲通水渦は23'～25oCであるが好漁期の12月と4月

とは240-25℃位である.

3.漁期は晩秋から翌年の晩春に至り,その間12月と4月に好漁の山を認めることが

出来る.

4･漁獲されたカジキ類の殆どはシtlカジキとバショウカジキとで,前者は12月頃に,

後者は4月頃に好漁の山を認めることが出来る.

終りに臨み春学部の金森教授の御指導と江波教官並に新潮丸乗組員の御協力に対し深く

感謝の意を表する.

R i s u m i

on the Marlin-Fishing Test in the Waters of Uoturizima, the following

results were obtained.

1) Yearly variation of water temperatllre around the Uoturizima was

examined (cf. table 1, figl ).

2) The favourable temperature of catch ranged generally from 23oc to

25c and in the good fishing season (December and April) it was 24oc or 25oc.

3) The fishing season was from late autumn to next late spring, and

this season had the points of very large catch in December and April.

4) Marlin caught there wasalmost Black Marin (Makaira Marlina)

and Sail-Fish ; the former had large catch in December and latter in April.
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